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虫よけ剤に関するお知らせとお願い 

 

  害虫が多くなる季節が近づいてきました。毎年、蚊などの害虫が飛んでおり、対

策として、昨年同様に外では【虫コナーズ】（吊るすタイプ）、保育室では【押すだ

けスプレー】を使用いたします。 

 

皮膚が弱いお子さんにつきましては衣服に貼る【虫よけシール】を許可しております。ご希望の方は、【お薬

預かり書】への記入後、担任または看護師まで提出をお願いいたします。 

お薬預かり書の用紙は、クラス担任に渡ししていますので、お声掛けいただき、用紙をもらってください。 

例年、“ムヒパッチ”を許可してほしいという保護者の方からの声がありますが、お受けしておりません。

おとなよりも肌の弱い子ども達には、肌にかかる負担が大きいこと、貼って最長５時間でいったん剥がし、

肌を休めて再度貼るという使用方法が推奨されていること等を考慮した結果、園での個々の時間に合わせた

対応が難しいと考え、判断いたしました。ご理解いただきますようお願いいたします。 

 

また、例年アロマオイルを使用した虫よけスプレーを使用しています。天然の成分を使用しているの

で、市販の虫よけスプレーよりも、優しく効果は変わりありません。子ども達にも安心して使用できます。（子

ども用にアロマオイルも調合しています） 

肌の弱いお子さんもいらっしゃいますので、肌への直接の塗布を避ける場合もあります。ご心配な方は、担

任または保健室までお知らせください。その場合は、パッチテストを行っていただきます。その後、判断いた

します。また、シャツやズボンに振り掛けますので、若干の香りがつきます。アロマオイルで作成した、虫よ

けスプレーの使用に、ご理解いただきますようお願いいたします。 

 

虫よけシールも虫よけスプレーも、完全に虫刺されを防ぐ効果はありません。虫に刺される場合もあります

のでご了承ください。 

虫よけシールについて 

 登園後に個人のお便りのポケットに入れ

てください。各クラスでお預かりいたしま

す。 

  

＊ 虫よけシールは薬と同じ取扱いになり

ますので、一枚一枚に記名していただ

き、毎日お持ち帰りください。 

＊ 登園時はご家庭で貼ってきてください。 

処置について 

 園では、虫に刺されたときは患部を水で洗い、冷やしたりか

ゆみ止めを塗ったりして対応いたします。 

 

かゆみ止め 

ムヒベビー、ムヒＳ、オイラックスを使用します。 

皮膚の弱いお子さんもいらっしゃいますので、上記の薬が使

用できない場合には、担任または保健室までお知らせくださ

い。 


